
初
期
著
作
に
み
ら
れ
る
井
上
円
了
の
東
・
西
哲
学
の
対
比

清
　
　
水

乞

初期著作にみられる月上円∫の東　ifi’i哲学の対比

は
じ
め
に

　
井
上
円
了
に
対
す
る
現
代
の
一
般
的
評
価
を
端
的
に
表
し
て
い
る
資
料
は
百
科
辞
典
、
哲
学
辞
典
、
人
名
辞
典
な
ど
の
記
述
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
記
述
で
は
「
西
洋
哲
学
を
背
景
と
し
て
仏
教
の
新
解
釈
を
試
み
…
…
」
（
大
百
科
辞
典
・
昭
和
六
・
平
凡
社
）
、

「
当
時
流
行
し
た
西
洋
思
想
に
対
し
て
、
東
洋
哲
学
を
強
調
し
、
…
…
仏
教
の
近
代
的
解
釈
を
行
っ
た
」
（
国
民
百
科
辞
典
・
昭
和

五
一
・
平
凡
社
）
、
「
西
洋
の
観
念
論
哲
学
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
な
ど
を
利
用
し
て
、
仏
教
に
哲
学
的
基
礎
を
与
え
よ
う
と
し
た
」
（
コ

ン
サ
イ
ス
人
名
辞
典
・
昭
和
五
一
・
三
省
堂
）
、
「
仏
教
の
哲
理
を
西
洋
哲
学
を
用
い
て
平
明
に
説
き
…
…
」
（
世
界
百
科
辞
典
・
昭

和
五
三
・
ほ
る
ぷ
出
版
）
、
「
西
洋
哲
学
の
原
理
に
基
づ
い
て
東
洋
思
想
を
解
釈
し
、
体
系
化
す
る
こ
と
を
計
り
…
…
」
（
国
史
大
辞

典
・
昭
和
五
四
・
吉
川
弘
文
館
）
と
い
う
よ
う
に
、
西
洋
哲
学
と
仏
教
が
キ
ー
・
ウ
ァ
ー
ド
と
し
て
現
わ
れ
て
来
る
。

　
こ
の
種
の
評
価
は
、
必
ら
ず
し
も
、
現
代
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
円
了
の
生
存
中
に
お
い
て
も
、
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
仏
教
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は
…
…
其
頽
廃
せ
る
老
屋
に
柱
を
添
え
て
、
其
顛
倒
を
防
が
ん
と
し
た
る
も
の
に
泰
西
の
新
学
問
を
以
て
し
た
る
は
、
ふ
る
き
に
井
　
1
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

上
氏
あ
り
…
…
」
（
六
合
雑
誌
・
一
〇
一
・
明
治
二
二
・
五
）
、
「
傍
ら
神
・
儒
・
仏
三
道
の
再
興
を
謀
り
、
是
三
道
の
身
体
に
西
洋

学
説
の
滋
養
を
与
え
て
…
…
」
（
太
陽
・
四
i
六
・
明
治
三
一
・
三
）
、
「
仏
教
活
論
に
よ
り
て
仏
教
の
哲
学
的
研
究
を
呼
号
し
た
る

人
…
…
」
（
太
陽
・
五
ー
四
・
明
治
三
二
・
二
∀
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
明
治
・
昭
和
の
時
代
を
問
わ
ず
、
円
了
に
対
す
る

評
価
に
「
西
洋
哲
学
と
仏
教
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
は
変
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
上
記
の
キ
ー
・
ウ
ァ
ー
ド
を
め
ぐ
り
、
明
治
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
仏
教
の
状
況
、
西
洋
哲
学
思
想

の
受
容
と
い
っ
た
社
会
状
況
を
概
観
し
、
次
い
で
、
円
了
の
初
期
著
作
を
中
心
に
先
に
引
用
し
た
円
了
の
評
価
の
根
拠
を
指
摘
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
円
了
哲
学
の
大
成
と
い
わ
れ
る
『
哲
学
新
案
』
（
明
治
四
二
年
）
や
そ
の
実
践
を
平
易
に
説
い
た

『
奮
斗
哲
学
』
（
大
正
六
年
）
に
み
ら
れ
る
、
東
西
哲
学
を
総
合
し
た
円
了
の
哲
学
思
想
に
言
及
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
廃
仏
殿
釈
の
嵐
の
中
で
疲
弊
し
切
っ
て
い
た
仏
教
界
に
活
性
剤
と
も
い
う
べ
き
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
円
了
の
『
仏
教
活
論
序

論
』
（
明
治
二
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
自
伝
的
な
発
言
の
少
な
い
円
了
と
し
て
は
珍
し
く
、
本
書
に
お
い
て
、
明
治
二
〇
年
ま
で
の
自

伝
を
要
約
し
て
い
る
。

ω
仏
門
に
生
れ
た
（
安
政
五
年
）
の
で
、
明
治
維
新
以
前
は
、
専
ら
、
仏
教
的
教
育
を
受
け
た
。

②
仏
教
に
真
理
が
存
在
し
て
い
な
い
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
明
治
維
新
と
な
り
、
排
仏
殼
釈
の
時
代
に
入
っ
た
の
で
、
仏

　
教
を
棄
て
て
、
儒
学
を
修
め
た
。
五
年
間
儒
学
を
修
め
た
が
、
こ
こ
に
も
真
理
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
知
る
。

③
近
所
に
洋
学
を
学
ぶ
友
人
が
い
て
、
彼
に
洋
学
を
推
め
ら
れ
た
が
、
洋
学
は
実
験
学
（
形
而
下
の
学
）
で
あ
り
、
無
形
の
真
理
の

　
学
（
形
而
上
学
）
で
は
な
い
と
考
え
て
、
彼
の
推
め
に
応
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
耶
蘇
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
に
魅
力
を
感
じ
て
洋

　
学
の
勉
強
を
始
め
た
（
明
治
六
年
）
。
こ
の
時
、
英
文
学
と
聖
書
（
英
語
訳
と
中
国
語
訳
を
比
較
）
を
読
む
。
し
か
し
こ
こ
に
も
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真
理
を
発
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

ω
仏
教
、
儒
学
、
耶
蘇
教
な
ど
旧
来
の
教
説
に
真
理
が
存
在
し
な
い
以
上
、
洋
学
を
究
め
て
、
真
理
を
発
見
し
て
新
宗
教
を
樹
立
し

　
よ
う
と
決
心
し
た
。
以
来
、
十
年
間
は
専
ら
哲
学
を
研
究
し
て
来
た
が
、
哲
学
の
中
に
自
分
の
求
め
る
真
理
が
存
在
す
る
こ
と
を

　
知
り
歓
喜
す
る
。

㈲
改
め
て
、
仏
教
、
儒
学
、
耶
蘇
教
を
見
る
と
、
哲
学
の
中
に
発
見
し
た
真
理
が
仏
教
に
の
み
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、
新
宗
教
を

　
樹
て
る
必
要
を
感
ぜ
ず
、
仏
教
を
改
良
し
て
、
こ
れ
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
を
決
心
す
る
（
明
治
十
八
年
）
。

以
上
五
段
に
分
け
た
円
了
の
自
ら
語
る
自
伝
は
、
円
了
の
思
想
遍
歴
が
仏
教
か
ら
発
し
、
仏
教
に
帰
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。

　
円
了
は
常
に
「
真
理
」
を
求
め
て
い
た
。
決
し
て
既
成
の
思
想
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
主
体
的
に
、
自
ら
の
真
理
を
求
め
て
い
た
。

こ
の
真
理
と
は
、
円
了
の
言
葉
で
は
「
無
形
の
真
理
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
年
、
「
純
正
哲
学
」
（
形
而
上
学
）
、
つ
ま

り
西
洋
哲
学
（
主
と
し
て
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
）
に
よ
っ
て
補
強
し
、
明
確
に
近
代
化
を
試
み
た
「
真
如
」
で
あ
ろ
う
。
円
了
の
学

修
の
底
流
に
は
、
常
に
、
仏
教
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
最
も
重
要
で
あ
る
。

二

清
沢
満
之
は
明
治
仏
教
を
三
期
に
分
け
て
、
明
治
十
年
代
（
排
仏
殿
釈
に
よ
り
僧
侶
が
俗
人
同
様
に
な
っ
た
）
、
明
治
二
十
年
代

（
キ
リ
ス
ト
教
に
対
抗
し
て
仏
教
が
理
学
や
哲
学
で
対
抗
す
る
）
、
明
治
三
十
年
代
以
降
（
信
仰
の
本
領
を
自
覚
す
る
）
に
分
け
て

い
る
二
仏
教
の
興
起
」
）
。
円
了
の
学
修
期
は
こ
の
第
一
期
に
当
た
り
、
著
作
に
よ
る
実
践
期
は
第
二
期
、
啓
蒙
期
は
第
三
期
に
当
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て
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
い
ま
こ
の
第
一
期
に
お
け
る
仏
教
の
状
況
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
は
円
了
の
活
動
と
そ
の
理
念
を
理
解
す
る
便
と
な
ろ
う
。

　
明
治
元
年
三
月
十
七
日
及
び
二
十
八
日
に
二
つ
の
布
告
が
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
神
仏
判
然
」
の
令
で
あ
る
。
こ
の

布
告
は
明
治
新
政
府
が
「
復
古
」
と
「
神
道
」
の
観
念
に
基
づ
い
て
行
っ
た
施
策
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
便
乗
し
た
諸
藩
及
び
神
道
側
の
仏
教
弾
圧
は
排
仏
穀
釈
と
な
っ
て
、
全
国
的
に
広
が
っ
た
。
こ
れ
は
政
府
の
意
図
に
反
し
て

い
た
。
政
府
は
直
ち
に
、
六
月
二
十
二
日
と
九
月
十
八
日
に
「
神
仏
判
然
は
排
仏
に
非
ず
」
と
い
う
布
告
を
出
し
た
が
、
寺
院
寮
が

設
置
（
明
治
三
年
十
月
）
さ
れ
る
ま
で
は
「
故
障
無
之
候
は
ば
不
苦
候
事
」
と
い
う
あ
い
ま
い
さ
で
、
廃
寺
、
合
寺
の
申
請
を
受
理

し
て
い
た
。

　
明
治
五
年
三
月
、
政
府
は
教
部
省
を
新
設
し
、
こ
の
機
関
の
下
に
仏
教
を
編
成
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
五
月
、

仏
教
側
か
ら
大
教
院
創
立
の
建
白
が
な
さ
れ
、
明
治
六
年
、
大
教
院
は
芝
の
増
上
寺
に
置
か
れ
た
。
続
い
て
各
府
県
に
中
教
院
・
小

教
院
が
置
か
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
国
の
寺
院
は
教
院
と
変
り
、
住
職
の
任
免
は
地
方
庁
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
政
治
機
構
の
下
に

入
っ
た
。
住
職
は
す
べ
て
教
導
職
を
兼
ね
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
、
教
導
職
試
補
以
上
の
者
で
な
け
れ
ば
、
説
教
は
許
さ
れ
ず
、
教
導

職
で
な
い
者
は
寺
院
を
退
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
説
教
・
法
談
の
内
容
は
、
左
の
「
三
条
の
教
則
」
に
限
ら
れ
、
こ

れ
に
違
反
す
る
と
処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
一
、
敬
神
愛
国
は
旨
を
体
す
べ
き
こ
と

　
一
、
天
理
人
道
を
明
に
す
べ
き
こ
と

　
一
、
天
皇
を
奉
戴
し
朝
旨
を
遵
守
せ
し
む
べ
き
こ
と

ま
た
教
導
職
の
採
用
及
び
進
級
試
験
に
は
「
十
一
兼
題
」
及
び
「
十
七
兼
題
」
が
課
せ
ら
れ
た
。
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十
一
兼
題

　
神
徳
皇
恩
、
人
魂
不
死
、
天
神
造
化
、
顕
幽
分
界
、
愛
国
、
神
祭
、
鎮
魂
、
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、
大
祓

　
十
七
兼
題

　
皇
国
国
体
、
道
不
可
変
、
制
可
随
時
、
皇
政
一
新
、
人
異
禽
獣
、
不
可
不
学
、
不
可
不
教
、
万
国
交
際
、
国
法
民
法
、
神
法
沿
革
、

租
税
賦
役
、
富
国
強
兵
、
産
物
整
物
、
文
明
開
化
、
政
体
各
種
、
役
心
役
形
、
権
利
義
務

こ
の
よ
う
に
仏
教
は
政
府
の
下
に
統
制
さ
れ
、
神
道
的
に
再
編
成
さ
れ
、
実
質
的
に
は
そ
の
活
動
を
完
全
に
奪
わ
れ
た
観
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
島
地
黙
雷
は
、
明
治
五
年
十
二
月
、
「
大
教
院
分
離
建
白
書
」
を
出
し
、
「
三
条
の
教
則
」
を
批
判
し
、
政
教
分

離
を
主
張
し
た
。
円
了
十
五
才
の
時
で
あ
る
。

　
一
方
、
明
治
六
年
に
邪
宗
門
禁
止
の
高
札
は
撤
廃
さ
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
急
速
に
発
達
し
て
来
る
。
明
治
十
三
年
に
学
術
雑
誌

『
六
合
雑
誌
』
を
発
刊
し
、
言
論
活
動
の
基
礎
を
確
立
し
、
十
四
年
こ
ろ
に
は
教
会
六
十
一
、
会
員
五
千
人
を
有
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
進
出
に
対
し
て
、
仏
教
の
危
惧
の
大
き
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
当
時
の
代
表
的
思
想
家
の
意

見
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
福
沢
諭
吉
は
反
キ
リ
ス
ト
教
的
立
場
を
と
り
、

　
耶
蘇
宗
教
の
蔓
延
は
、
後
世
、
子
孫
、
国
権
維
持
の
為
に
大
な
る
障
害
と
云
う
べ
し
。
今
日
の
信
者
に
し
て
そ
の
蔓
延
を
助
長
す

　
る
者
は
、
自
ら
、
国
権
を
減
殺
す
る
と
い
う
べ
し
。

と
い
い
、
仏
教
に
対
し
て
は

　
況
や
我
国
の
仏
法
は
我
国
固
有
の
も
の
な
れ
ば
、
こ
れ
を
無
庇
に
保
護
し
て
、
傍
に
外
教
を
防
ぎ
、
も
っ
て
人
民
護
国
の
気
力
を

　
損
す
る
こ
と
な
き
を
勇
む
べ
し
。

と
、
国
権
の
伸
張
と
護
国
の
た
め
、
外
教
の
対
抗
馬
と
し
て
、
仏
教
を
支
持
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
知
識
層
に
は
宗
教
は

121



必
要
と
し
な
い
が
一
般
大
衆
（
愚
民
）
に
と
っ
て
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
条
件
付
き
の
支
持
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
士
族
者
流
に
し
て
よ
く
自
ら
其
心
を
制
す
る
者
の
為
に
は
宗
教
も
無
益
な
れ
ど
、
苛
も
、
そ
の
以
下
に
在
り
て
は
、
必
ず
、

　
仏
法
の
教
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

ま
た
、
第
二
の
引
用
文
に
続
け
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
当
時
の
仏
教
界
の
様
子
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
思
慮
浅
き
僧
侶
輩
が
西
洋
理
論
学
の
漸
く
世
間
に
行
わ
る
る
に
驚
き
、
当
世
間
に
仏
理
を
説
て
上
流
学
者
を
誘
い
、
漸
く
こ
れ
を

　
仏
に
入
れ
ん
こ
と
を
企
て
、
却
て
下
流
社
会
の
布
教
を
怠
る
の
な
き
に
非
ず
。
（
以
上
、
鳥
井
博
郎
『
明
治
思
想
史
』
の
引
用
に

　
よ
る
）

右
は
福
沢
諭
吉
の
『
時
事
小
言
』
（
明
治
十
四
年
）
に
お
け
る
発
言
で
あ
る
か
ら
、
円
了
が
二
十
四
才
、
東
京
大
学
に
入
学
し
た
年

に
当
る
。
円
了
の
仏
教
改
革
へ
の
志
に
対
し
て
当
時
の
仏
教
界
に
お
い
て
も
、
そ
の
苗
床
を
用
意
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
加
藤
弘
之
の
例
を
み
よ
う
。
彼
は
明
治
十
年
か
ら
十
九
年
の
間
、
東
京
大
学
総
理
の
職
に
在
っ
た
。
（
円
了
は
明
治
十
四
年

か
ら
十
八
年
ま
で
在
学
）
彼
は
国
風
の
立
場
か
ら
反
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

　
余
輩
は
固
よ
り
宗
教
を
知
ら
ず
と
錐
も
、
そ
の
久
し
く
我
国
に
行
わ
れ
て
習
慣
を
相
伴
う
の
旧
教
を
激
動
し
、
習
慣
を
撹
破
し
て

　
社
会
の
紛
騒
を
生
ず
る
を
喜
ば
ざ
る
な
り
。
（
「
郵
便
報
知
新
聞
」
明
治
十
四
年
五
月
二
日
。
鳥
井
、
同
前
、
引
用
に
よ
る
）

さ
て
、
前
述
の
島
地
黙
雷
の
建
白
に
よ
っ
て
、
明
治
八
年
四
月
、
大
教
院
は
廃
止
さ
れ
、
仏
教
は
独
立
し
て
、
新
し
く
陣
容
を
建
て

直
す
べ
き
時
期
に
入
っ
て
い
た
。
周
知
の
通
り
、
東
京
大
学
は
明
治
十
年
に
大
学
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
が
、
法
、
文
、
理
の

三
科
大
学
の
総
理
が
加
藤
弘
之
で
あ
っ
た
。
彼
は
原
坦
山
を
仏
書
購
読
師
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
原
坦
山
は
仏
教
を
「
印
度
哲

学
」
と
呼
び
、
実
証
主
義
（
実
験
主
義
）
的
立
場
に
立
っ
て
、
哲
学
と
仏
教
の
結
合
を
試
み
た
。

　
教
は
仏
教
よ
り
善
な
る
も
の
な
・
＼
学
は
理
学
よ
り
良
き
も
の
な
し
。
（
『
鶴
巣
集
』
明
治
十
七
年
）
。
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東
京
大
学
哲
学
科
第
一
回
卒
業
生
（
明
治
十
三
年
）
の
井
上
哲
次
郎
は
原
坦
山
よ
り
『
大
乗
起
信
論
』
な
ど
の
仏
典
を
学
ん
だ
こ

と
を
回
顧
し
、
特
に
、
『
大
乗
起
信
論
』
の
講
義
よ
り
、
「
真
如
実
相
」
を
ド
イ
ツ
観
念
論
の
神
秘
主
義
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と

を
学
ん
だ
と
い
う
（
『
真
理
』
昭
和
十
年
八
月
号
参
照
。
鳥
井
、
同
前
に
よ
る
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
み
て
来
る
と
、
先
に
福
沢
諭
吉
、
加
藤
弘
之
の
例
に
よ
っ
て
見
た
よ
う
に
、
一
部
言
論
界
で
は
仏
教
支
持
の
世
論

が
あ
り
、
↓
方
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
原
坦
山
、
井
上
哲
次
郎
に
よ
っ
て
、
仏
教
を
哲
学
的
に
理
解
し
、
再
構
築
し
よ
う
と

す
る
思
潮
が
円
了
の
学
修
期
に
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
円
了
は
こ
の
思
潮
の
中
に
あ
っ
て
、
仏
教
革
期
の
使
命
を
自
覚

し
た
と
思
わ
れ
る
。
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三

　
次
に
円
了
以
前
の
我
国
西
洋
哲
学
の
状
況
を
概
観
し
、
そ
の
流
れ
の
中
で
円
了
の
位
置
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
円
了
の
著
作
の
う
ち
、
明
治
十
七
年
の
『
三
学
論
』
、
『
哲
学
新
論
』
は
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
『
破
邪
新
論
』
と
『
哲

学
要
領
』
は
明
治
十
七
年
に
公
表
さ
れ
た
円
了
初
期
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
。
円
了
は
後
者
の
前
編
で
、
哲
学
を
定
義
し
て

　
要
す
る
に
、
思
想
の
法
則
、
事
物
の
原
理
を
究
明
す
る
学
な
り
。
故
に
思
想
の
及
ぶ
所
、
事
物
の
存
す
る
所
、
一
と
し
て
哲
学
の

　
関
せ
ざ
る
は
な
し
。

と
い
う
。
つ
ま
り
「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」
と
い
う
定
立
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
す
で
に
西
洋
哲
学
を
最
初
に
移
入
し
、

多
く
の
哲
学
的
術
語
を
日
本
語
に
翻
訳
、
定
着
さ
せ
た
、
西
周
の
『
百
一
新
論
』
（
明
治
七
年
）
の
結
語
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
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明
治
十
年
以
前
の
西
洋
哲
学
の
啓
蒙
は
西
周
を
中
心
と
す
る
（
「
生
性
発
落
」
「
智
説
」
「
人
世
三
宝
説
」
『
致
智
啓
蒙
』
な
ど
∀
が
、

次
の
世
代
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
来
日
で
あ
る
（
明
治
十
一
年
）
。
円
了
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な

い
が
、
井
上
哲
次
郎
は
「
学
界
回
顧
録
」
（
中
外
日
報
、
昭
和
十
七
年
）
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら
受
け
た
影
響
を
述
べ
て
い
る
し
、
円

了
の
前
輩
、
三
宅
雄
二
郎
（
明
治
十
六
年
東
大
卒
）
は
『
明
治
思
想
小
史
』
（
大
正
二
年
）
で
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
紹
介
し
た
E
・
S

・
モ
ー
ス
（
明
治
十
一
年
来
日
、
東
大
で
動
物
学
を
教
え
た
）
か
ら
ダ
ー
ヴ
ィ
ン
、
ハ
ク
ス
レ
ー
な
ど
を
知
ら
さ
れ
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ

か
ら
は
ス
ヘ
ン
サ
ー
の
社
会
学
か
ら
進
化
論
を
知
り
、
哲
学
に
関
し
て
は
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
へ
ー
ゲ
ル
な
ど
を
知
ら
さ
れ
た
と

述
べ
、
こ
れ
ら
哲
学
は
「
固
よ
り
概
略
で
あ
っ
た
」
が
、

　
唯
物
論
に
対
す
る
唯
心
論
で
あ
る
。
主
観
、
客
観
の
立
場
が
正
反
対
で
あ
る
。
科
学
に
趣
味
な
く
し
て
科
学
に
圧
迫
せ
ら
れ
た
者

　
は
蘇
生
の
思
い
を
為
し
、
…
…

と
述
べ
て
い
る
。
進
化
論
の
影
響
は
大
き
く
、
当
時
東
京
大
学
総
理
で
あ
っ
た
加
藤
弘
之
は
「
ダ
ル
ヴ
ィ
ン
な
ら
び
に
ス
ペ
ン
セ
ル

等
の
進
化
主
義
の
書
を
読
む
に
及
び
（
余
の
四
十
才
ご
ろ
な
り
き
）
」
、
「
ル
ソ
ー
等
が
唱
え
た
る
天
賦
人
権
の
主
義
」
に
基
づ
く
旧

著
（
『
立
憲
政
体
略
』
『
真
政
大
意
』
『
国
体
新
論
』
）
を
絶
版
し
た
と
い
っ
て
い
る
（
『
経
歴
談
』
）
。

　
こ
の
よ
う
に
真
摯
な
態
度
が
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、
円
了
の
学
修
期
に
お
け
る
我
国
の
西
洋
哲
学
研
究
の
実
情
は
、
『
哲
学
雑
誌
』

（
三
1
二
七
）
に
み
ら
れ
る
右
の
記
述
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
従
来
、
日
本
に
於
て
哲
学
書
を
読
習
し
た
る
者
は
多
く
政
法
書
類
を
取
り
、
彼
の
純
正
哲
学
の
如
き
は
措
て
顧
み
ず
、
絶
え
て
知

　
ら
ざ
る
如
し
。

こ
の
指
摘
は
明
治
初
期
の
特
徴
で
あ
り
、
国
家
的
要
請
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
主
潮
に
在
っ
て
、
円
了
の
『
哲
学
要
領
』
は
我
国
哲
学
史
上
、
記
念
す
べ
き
著
作
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
。
彼
は
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「
純
正
哲
学
」
を
「
哲
学
中
の
本
部
」
と
い
い
、
「
中
央
政
府
中
の
内
閣
」
と
讐
え
、
「
そ
の
学
は
原
理
の
原
理
、
原
則
の
原
則
を
論

究
す
る
学
」
と
定
義
し
て
い
る
。
何
故
、
記
念
す
べ
き
著
書
で
あ
る
か
、
と
い
え
ば
、
「
独
逸
哲
学
の
得
意
な
る
純
正
哲
学
は
、
未

だ
か
つ
て
我
国
に
於
て
門
身
を
得
ざ
る
な
り
」
（
同
前
誌
）
と
い
う
哲
学
界
の
状
況
に
あ
っ
て
、
円
了
は
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ

ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（
『
哲
学
要
領
』
、
前
、
四
九
ー
五
二
節
）
を
紹
介
、
西
洋
哲
学
史
に
お
け
る
位
置
付
け
を
試
み
て
い
る
。
す

で
に
西
周
は
『
人
世
三
宝
説
』
に
お
い
て
、
倫
理
学
の
旧
説
と
し
て
、
カ
ン
ト
の
「
絶
妙
絶
然
璽
智
（
先
験
的
純
粋
理
性
）
の
説
、

フ
ィ
フ
ト
、
シ
ル
リ
ン
グ
、
ヘ
イ
ゲ
ル
の
観
念
学
」
を
掲
げ
、
ベ
ン
サ
ム
、
ミ
ル
の
功
利
主
義
と
対
比
し
て
い
る
。
ま
た
井
上
哲
次

郎
『
倫
理
新
説
』
（
明
治
十
六
年
）
に
も
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
へ
ー
ゲ
ル
の
名
は
引
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
の

哲
学
講
義
は
西
洋
近
世
哲
学
及
び
東
洋
哲
学
に
言
及
し
て
い
な
い
（
前
掲
書
、
前
、
序
言
）
の
で
、
円
了
は
こ
れ
を
含
め
た
東
西
哲

学
通
史
を
書
き
、
『
哲
学
要
領
、
前
編
』
と
し
、
こ
の
通
史
に
基
づ
い
て
「
純
正
哲
学
内
部
の
組
織
を
論
述
」
し
て
『
同
、
後
編
』

を
著
し
た
の
で
あ
る
。

　
井
上
哲
次
郎
に
よ
る
と
、
当
時
の
参
考
書
と
し
て
シ
ュ
ヴ
ェ
グ
レ
ル
『
哲
学
史
』
、
リ
ュ
キ
ス
『
哲
学
史
』
な
ど
の
通
史
が
知
ら

れ
て
い
る
（
「
学
界
回
顧
録
」
『
明
治
思
想
家
の
宗
教
観
』
に
よ
る
）
。
ド
イ
ツ
観
念
論
の
紹
介
は
竹
腰
与
三
郎
『
独
逸
哲
学
英
華
』

（
明
治
十
七
年
）
、
中
江
兆
民
『
理
学
鉤
言
』
（
明
治
十
九
年
）
、
三
宅
雄
二
郎
『
哲
学
滑
滴
』
（
明
治
二
十
二
年
）
な
ど
が
初
期
の
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
「
何
ら
か
の
哲
学
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
直
接
に
テ
ク
ス
ト
を
研
究
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
」
（
鳥
井
『
明
治
思
想
史
』
）
。

　
井
上
哲
次
郎
は
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
諸
説
の
原
理
を
捉
え
て
、
カ
ン
ト
の
物
自
体
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
者
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
念

は
、
各
々
、
荘
周
の
無
々
、
列
子
の
疑
独
、
釈
迦
の
如
来
戚
に
当
た
る
と
し
て
い
る
（
『
倫
理
新
説
』
）
。
こ
れ
は
円
了
が
『
哲
学
要

領
、
前
編
』
に
お
い
て
、
小
乗
の
倶
舎
は
理
学
で
あ
り
、
大
乗
の
唯
識
、
華
厳
、
天
台
等
は
哲
学
、
浄
土
門
は
宗
教
で
あ
る
、
と
大
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別
し
、
更
に
、
倶
舎
の
「
三
世
実
有
法
体
恒
有
」
は
哲
学
中
の
実
体
学
、
そ
の
教
理
は
唯
物
論
で
あ
り
、
唯
識
は
唯
心
論
、
第
八
識

ア
ラ
ヤ
識
は
カ
ン
ト
の
自
覚
心
、
ま
た
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
主
観
、
般
若
の
「
諸
法
実
相
」
は
虚
無
派
、
天
台
の
「
真
如
縁
起
」
は

論
理
学
派
、
す
な
わ
ち
理
想
派
に
似
て
い
る
。
天
台
の
「
万
法
是
真
如
是
万
法
」
の
説
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
現
象
是
無
象
、
無
象
是
現

象
」
に
等
し
く
、
『
起
信
論
』
の
一
心
よ
り
二
門
が
分
れ
る
所
以
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
よ
り
相
対
に
分
れ
る
論
に
等
し
く
、
「
真

如
」
は
ス
ピ
ノ
サ
の
本
質
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
、
へ
ー
ゲ
ル
の
理
想
に
類
す
る
、
と
い
っ
て
い
る
論
説
の
前
駆
を
な
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
我
国
の
西
洋
哲
学
受
容
の
特
徴
で
あ
り
、
仏
教
、
儒
学
な
ど
を
媒
介
と
し
た
。
こ
の
受

容
の
姿
勢
が
逆
に
、
極
め
て
短
期
的
に
、
西
洋
哲
学
研
究
を
一
応
の
水
準
に
ま
で
到
達
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
井
上

哲
次
郎
、
有
賀
長
雄
編
『
哲
学
字
彙
』
（
明
治
十
七
年
）
に
こ
の
典
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
下
村
寅
太
郎
『
西
田
幾
太
郎
』
一

九
八
頁
）
。
逆
説
的
で
あ
る
が
、
西
洋
哲
学
は
東
洋
哲
学
（
仏
教
、
儒
学
、
道
教
）
に
よ
っ
て
、
我
国
に
そ
の
場
を
与
え
ら
れ
た
と

も
い
え
る
。
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四

　
次
に
円
了
の
東
洋
哲
学
観
に
触
れ
て
、
彼
が
如
何
な
る
点
を
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
を
考

察
し
た
い
。

　
円
了
は
東
洋
哲
学
の
欠
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
孔
孟
学
の
如
き
は
実
際
に
偏
す
る
弊
あ
り
。
老
荘
学
の
如
き
は
虚
妄
に
流
る
る
の
僻
あ
り
。
而
し
て
仏
教
の
如
き
は
（
中
略
）
今

　
日
の
哲
学
上
よ
り
こ
れ
を
観
れ
ば
、
理
想
の
一
辺
に
局
し
て
、
物
理
の
実
際
に
適
せ
ざ
る
も
の
が
如
し
。
（
『
哲
学
要
領
、
前
編
、
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）

つ
ま
り
、
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
、
一
方
に
偏
し
て
い
て
、
こ
の
二
者
を
調
和
す
る
も
の
が
な
い
、
と
い
う
。
ま
た
重
要
な
指
摘
は

「
事
物
の
実
理
を
も
っ
て
、
そ
の
関
係
を
証
明
す
る
も
の
な
し
。
即
ち
実
理
と
は
哲
学
の
論
拠
が
構
成
す
べ
き
物
理
実
験
学
を
い
う

な
り
」
（
同
前
、
十
三
頁
）
、
「
東
西
両
学
の
異
動
は
事
物
の
観
察
、
考
証
、
そ
の
宣
し
き
を
え
る
と
え
ざ
る
と
に
あ
り
」
（
同
前
、
三

十
四
頁
）
と
い
う
東
洋
哲
学
に
お
け
る
実
証
主
義
の
欠
除
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
更
に
具
体
的
に
い
え
ば
、
「
物
理
、
化
学
、

天
文
、
地
質
、
動
物
、
植
物
等
の
諸
学
の
実
験
よ
り
え
た
る
結
果
を
っ
て
哲
学
の
基
礎
を
構
成
」
し
て
い
る
点
が
西
洋
哲
学
の
特
色

で
あ
り
、
か
つ
長
所
で
あ
る
、
と
い
う
（
『
純
正
哲
学
』
明
治
二
十
七
年
）
。

　
更
に
東
西
両
学
者
の
姿
勢
が
指
摘
さ
れ
る
。
東
洋
の
学
者
は
社
会
、
人
智
の
溶
化
、
す
な
わ
ち
退
歩
を
主
義
と
し
、
西
洋
の
学
者

　
は
進
化
を
主
義
と
す
。
（
『
哲
学
要
領
』
前
編
、
三
十
六
頁
）
。

し
た
が
っ
て
、
東
洋
の
学
者
は
目
的
を
将
来
に
定
め
ず
「
皆
述
而
不
作
信
而
好
古
」
の
主
義
を
採
る
か
ら
、
思
想
的
に
進
歩
し
な
い
、

と
批
評
し
て
い
る
。
こ
の
批
評
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
は
円
了
の
仏
教
改
良
の
基
本
的
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
仏

教
学
者
が
互
い
に
議
論
し
、
批
判
し
合
い
、
学
説
を
起
こ
し
、
人
智
を
発
達
さ
せ
、
社
会
を
進
化
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主

張
で
あ
る
。
こ
の
点
を
円
了
は
近
世
西
洋
哲
学
者
の
長
所
と
し
て
い
る
。

　
東
洋
は
一
国
の
思
想
、
尽
く
↓
主
義
に
雷
同
す
る
の
傾
向
あ
り
。
西
洋
は
こ
れ
に
反
し
、
一
思
想
起
れ
ば
、
必
ず
、
他
の
思
想
の

　
起
る
あ
り
。
一
主
義
行
る
れ
ば
、
必
ず
、
他
の
主
義
の
行
わ
る
る
あ
り
て
、
一
学
派
の
決
し
て
独
立
独
行
す
る
こ
と
な
く
、
一
主

　
義
の
決
し
て
構
想
を
圧
伏
す
る
こ
と
な
く
、
諸
学
諸
説
互
に
、
そ
の
真
偽
を
争
い
、
そ
の
優
劣
を
競
う
の
勢
あ
り
。
（
同
前
、
三

　
十
四
頁
）

右
の
よ
う
な
指
摘
は
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
、
中
江
兆
民
が
「
主
義
の
確
立
」
で
指
摘
し
た
東
西
の
相
違
ぐ
ら
い
で
は
な
か
ろ
う

127
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円
了
が
右
の
指
摘
か
ら
得
た
も
の
は
コ
ニ
断
法
」
と
い
う
弁
証
法
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
論
法
を
近
世
西
洋
哲
学
の
史
的
展
開
に

応
用
し
て
、
近
世
西
洋
哲
学
の
祖
は
ベ
ー
コ
ン
と
デ
カ
ル
ト
で
あ
り
、
ロ
ッ
ク
と
ヒ
ュ
ー
ム
は
ベ
ー
コ
ン
を
継
ぎ
、
ス
ピ
ー
ザ
と
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
デ
カ
ル
ト
を
継
い
だ
。
カ
ン
ト
は
両
者
を
結
合
し
、
リ
ー
ド
も
こ
の
両
者
と
折
衷
し
た
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
主
観
を
と
り
、

シ
ェ
リ
ン
グ
は
客
観
を
と
り
、
へ
ー
ゲ
ル
は
こ
れ
を
統
一
し
た
、
と
具
体
的
に
述
べ
て
、

　
即
ち
、
正
断
、
判
断
、
合
断
の
三
論
あ
い
待
ち
て
、
今
日
の
結
果
を
み
る
。
近
世
哲
学
の
ギ
リ
シ
ァ
及
び
東
洋
哲
学
に
超
過
す
る

　
点
は
、
主
と
し
て
、
哲
学
の
理
論
、
空
想
を
離
れ
て
、
客
観
の
考
証
を
用
う
る
に
あ
り
。
（
同
前
、
一
＝
頁
）

と
い
う
。
更
に
こ
の
論
法
を
仏
教
に
応
用
し
て
、
「
有
・
空
・
中
」
が
「
三
断
法
」
に
当
た
る
と
す
る
。
し
か
し
仏
教
は
「
四
断
法
」

で
あ
っ
て
、
天
台
の
「
蔵
通
別
円
」
の
四
教
を
例
に
と
る
と
、
蔵
教
は
「
有
門
」
、
通
教
は
「
空
門
」
、
別
教
は
「
亦
有
亦
空
門
」
、

円
教
は
「
非
有
非
空
門
」
と
な
り
、
四
教
の
各
々
が
、
更
に
、
　
「
四
断
法
」
的
に
展
開
す
る
と
す
る
。
ま
た
、
凝
然
『
八
宗
綱
要
』

の
「
三
論
宗
」
の
項
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
四
重
二
諦
」
論
を
掲
げ
て
、
「
四
断
法
」
の
例
と
し
て
い
る
（
『
円
了
講
話
集
』
　
「
仏
教

哲
学
史
に
つ
き
卑
見
を
述
ぶ
」
）
。

　
し
か
し
円
了
は
西
洋
哲
学
の
論
理
に
よ
っ
て
到
達
し
た
理
論
に
決
し
て
満
足
し
て
い
な
い
。
一
応
、
当
時
の
段
階
と
し
て
は
へ
ー

ゲ
ル
と
天
台
の
説
を
最
高
の
学
説
と
考
え
て
、

　
若
し
、
或
は
相
対
と
絶
対
の
二
者
、
全
く
同
一
な
り
と
す
る
と
き
は
、
二
者
の
性
質
の
異
な
る
所
以
、
ま
た
、
解
す
べ
か
ら
ず
。

　
如
何
に
こ
の
点
を
弁
明
し
て
然
る
べ
き
や
と
い
う
に
、
是
れ
、
へ
ー
ゲ
ル
氏
及
び
仏
教
中
天
台
家
の
説
に
よ
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　
（
同
前
、
後
編
、
九
十
六
頁
。
『
仏
教
活
論
序
論
』
九
十
六
頁
）

と
し
つ
つ
も
、
↓
学
説
に
立
つ
こ
と
を
排
し
て
、
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若
し
こ
れ
に
与
う
る
に
大
極
の
名
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
彼
は
易
説
を
取
る
も
の
な
り
と
い
い
、
こ
れ
に
与
う
る
に
真
如
の
名
を
以

っ
て
す
れ
ば
、
彼
は
仏
説
に
よ
る
も
の
な
り
と
い
い
、
神
真
宰
の
語
を
持
っ
て
す
れ
ば
、
彼
は
老
荘
を
学
ぶ
も
の
な
り
と
い
い
、
本

質
の
名
称
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
ス
ピ
ノ
ザ
氏
の
徒
な
り
と
い
い
、
自
覚
の
名
称
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
カ
ン
ト
氏
の
派
な
り
と
い
い
、

絶
対
理
想
の
名
称
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
へ
ー
ゲ
ル
氏
の
説
を
承
く
る
も
の
な
り
、
不
可
知
的
の
名
称
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
ス
ペ
ン
セ

ル
氏
の
論
を
逮
ぶ
る
も
の
な
り
と
い
う
べ
し
。
此
の
如
き
評
を
来
す
と
き
は
、
人
を
し
て
哲
理
の
中
正
を
知
ら
し
む
こ
と
能
は
ず
。

「『

N
学
一
夕
話
』
第
三
篇
序
）

　
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
右
の
引
用
文
は
『
哲
学
一
夕
話
』
第
一
篇
に
お
い
て
、
「
物
心
論
」
を
展
開
し
、
物
心
の
本
体
を

「
円
了
」
と
、
自
分
の
名
前
に
よ
っ
て
、
呼
ん
だ
の
に
対
す
る
読
者
の
非
難
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
西
洋
哲
学
を
概
観
し
て
円
了
は
批
評
し
て
い
る
。
　
「
デ
カ
ル
ト
氏
は
演
繹
に
偏
し
、
ベ
ー
コ
ン
氏
は
帰
納
に
偏
し
、
ロ
ッ
ク
氏
は

経
験
に
偏
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
氏
は
天
賦
に
偏
し
、
フ
ユ
ー
ム
氏
は
虚
無
に
偏
し
、
カ
ン
ト
氏
は
主
観
に
偏
し
、
リ
ー
ド
氏
は
常
識

に
偏
し
、
へ
ー
ゲ
ル
氏
は
理
想
に
偏
し
、
コ
ン
ト
氏
は
実
験
に
偏
し
、
ミ
ル
氏
は
感
覚
に
偏
し
、
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
は
進
化
に
偏
し
、

諸
家
、
各
々
一
僻
あ
り
て
、
未
だ
中
正
の
論
あ
る
と
見
ず
。
後
末
、
此
弊
を
除
き
て
、
中
正
完
全
の
新
組
織
を
開
く
も
の
、
果
た
し

て
、
何
れ
の
地
に
あ
り
て
起
る
や
。
余
、
東
洋
に
其
人
を
見
ん
こ
と
を
望
み
て
止
ま
ざ
る
な
り
」
と
（
『
哲
学
要
領
』
前
編
、
一
一

二
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腎

五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9

先
の
引
用
文
か
ら
明
ら
か
な
通
り
、
円
了
は
近
世
西
洋
哲
学
者
の
創
造
し
た
哲
学
的
原
理
に
対
し
て
、
「
円
了
」
と
い
う
自
同
律
　
1



を
樹
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
仏
教
哲
学
の
論
理
学
」
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
「
真
如
」
と
い
う
術

語
す
ら
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
円
了
が
最
も
重
視
し
た
も
の
は
論
理
と
そ
の
体
系
で
あ
る
。
円
了
は

哲
井
子
ん
↓
｛
疋
義
ー
）
イ
、
、

　
万
物
万
有
に
は
、
各
、
そ
の
形
裏
に
包
合
す
る
道
理
あ
り
。
そ
の
道
理
を
我
人
の
智
力
を
も
っ
て
探
究
し
、
こ
れ
を
組
織
し
て
一

　
科
の
学
と
す
る
も
の
。
（
『
純
正
哲
学
』
明
治
二
十
七
年
、
五
頁
）

と
い
っ
て
い
る
。
更
に
こ
こ
に
い
う
「
道
理
」
と
は

　
学
術
上
定
む
る
所
の
論
理
攻
究
の
方
法
、
規
則
あ
り
。
こ
の
方
法
に
従
い
、
こ
の
規
則
に
本
き
、
考
定
す
る
と
こ
ろ
の
道
理
を
い

う
。
（
同
前
、
六
頁
）

こ
の
点
は
近
代
科
学
の
方
法
論
的
本
質
を
指
摘
し
た
発
言
と
し
て
記
憶
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
円
了
の
求
め
た
も
の
は
真
理
を

実
証
す
る
方
法
の
理
論
的
整
合
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
真
理
を
真
理
た
ら
し
め
て
い
る
相
対
世
界
の
道
理
を
証
明
す
る
こ
と
が
円
了
哲

学
の
論
理
学
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
学
説
を
看
過
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
原
理
を
捉
え
、
自
己

の
体
系
的
原
理
に
対
し
て
こ
れ
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
円
了
の
体
系
的
原
理
は
「
円
了
」
と
呼
ば
れ
る
仏
教
的
論
理
の
核
で

あ
る
。
後
世
の
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
「
真
如
物
心
相
即
一
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
体
系
的
原
理
か
ら
諸
説
を
み
る
時
、
全
く
自
由
に

検
討
し
、
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
境
位
を
仏
教
で
は
「
如
実
知
見
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
方
法
論
的
に
は
円
了
の

立
脚
す
る
仏
教
は
大
乗
仏
教
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
円
了
の
仏
教
は
日
本
に
伝
来
し
た
漢
訳
経
論
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
中
国
、
日
本
の
諸
師
の
論
に
よ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
体
系
は
倶
舎
、
法
相
、
三
論
、
天
台
の
諸
説
を
中
心
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
仏
教
諸
説
と
西
洋
哲
学
諸
説
を
対
質
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
を
「
開
明
化
」
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
倶
舎
ー
実
躰

学
、
唯
物
論
、
唯
識
　
唯
心
論
（
八
識
説
ー
カ
ン
ト
の
自
覚
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
絶
対
主
観
）
、
般
若
…
虚
無
派
、
天
台
の
真
如
縁
起
ー

13｛〕
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理
論
派
、
理
想
派
（
真
如
ー
ス
ピ
ノ
サ
の
本
質
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
、
へ
ー
ゲ
ル
の
理
想
）
と
い
っ
た
風
に
仏
教
の
体
系
に
近
世

西
洋
哲
学
の
概
念
を
適
用
し
、
仏
教
を
哲
学
的
に
啓
蒙
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
時
代
的
に
い
っ
て
、
円
了
の
初
期
段
階
は
、
初
期

中
国
仏
教
が
儒
、
道
両
思
想
に
よ
っ
て
仏
教
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
姿
勢
に
似
て
お
り
、
仏
教
を
哲
学
的
に
再
認
識
す
る
に
止
ま
り
、

そ
の
仏
教
改
良
は
理
論
的
範
囲
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
『
哲
学
要
領
一
、
『
哲
学
一
夕
話
』
と
性
格
を
異
に
し
た
『
真
理
金
針
』
、
『
仏
教
活
論
序
論
』
は
、
前
二
者
の
理
論
の
応
用
編
と
も

い
え
る
著
書
で
あ
る
。
一
真
理
金
針
』
（
明
治
十
九
年
）
は
『
破
邪
新
論
』
（
明
治
十
八
年
）
と
内
容
的
に
殆
ど
同
じ
で
あ
る
か
ら
円

了
の
最
初
期
の
著
作
と
い
え
る
。
こ
の
書
の
目
的
は
進
化
論
、
因
果
論
の
立
場
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
非
合
理
性
を
指
摘
し
て
、
仏
教

の
合
理
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
円
了
は
論
理
の
重
要
性
を
力
説
し
、
仏
教
徒
に
対
し
て
論
理
意
識
を
要
請
す
る
。

　
当
時
、
仏
教
者
の
筆
す
る
と
こ
ろ
の
論
理
を
読
て
耶
蘇
教
者
の
筆
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
比
す
れ
ば
、
（
中
略
）
僻
見
を
去
り
て
、

　
こ
れ
を
見
れ
ば
、
論
理
の
密
な
る
は
耶
蘇
教
者
の
説
く
と
こ
ろ
に
あ
り
。
（
『
真
理
金
針
』
十
六
頁
）

と
、
論
理
の
緻
密
さ
に
関
し
て
は
、
破
析
す
る
べ
き
キ
リ
ス
ト
教
者
に
軍
配
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
円
了
の
科
学
的
公
平
な
態
度

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
ら
ゆ
る
学
説
に
論
理
の
整
合
性
を
要
求
す
る
時
の
公
平
な
態
度
は
「
如
実
」
に
も
の
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
成
立
す
る
。

　
円
了
は
、
純
正
哲
学
の
応
用
部
門
で
あ
る
宗
教
が
樹
て
る
真
理
は
不
変
で
あ
り
、
諸
学
諸
術
の
樹
て
る
真
理
は
世
の
進
歩
と
共
に

変
る
も
の
で
あ
り
（
『
仏
教
活
論
序
論
』
十
一
ー
十
二
頁
∀
、
人
の
思
想
の
中
で
最
も
変
更
さ
せ
難
い
も
の
は
宗
教
の
信
仰
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
も
動
か
せ
る
も
の
が
理
論
で
あ
る
と
す
る
（
『
真
理
金
針
』
十
六
頁
）
。
し
か
し
真
理
が
た
と
え
不
変
で
あ
り
、
人
間
の
力
に

よ
っ
て
動
か
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
真
理
の
標
準
（
理
論
∀
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
真
理
と
て
、
人
智
に
左
右
さ
れ
る
と

い
う
。
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果
し
て
、
し
か
ら
ば
、
宗
教
の
真
理
を
立
つ
る
も
、
理
論
の
そ
の
宜
し
き
を
得
る
と
得
ざ
る
と
に
あ
り
、
理
論
、
そ
の
宜
し
き
を
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1

　
得
ざ
れ
ば
、
真
理
を
含
有
す
る
も
、
世
間
こ
れ
を
目
し
て
非
真
理
と
な
す
。
理
論
、
そ
の
宜
し
き
を
得
れ
ば
、
そ
の
実
、
非
真
理

　
な
る
も
、
真
理
と
な
る
こ
と
を
得
る
べ
し
。
（
『
真
理
金
針
』
十
四
ー
十
五
頁
）

こ
こ
で
は
人
智
と
い
う
実
践
的
、
形
而
下
的
要
素
を
導
入
し
て
来
る
。
円
了
は
公
平
無
私
、
普
遍
、
正
大
の
真
理
を
求
め
、
偏
僻
の

真
理
を
排
す
る
（
『
仏
教
活
論
序
論
』
十
一
頁
）
。
こ
の
主
体
に
な
る
も
の
は
人
智
で
あ
る
。
こ
の
人
智
を
開
発
す
る
に
は
「
秩
序
階

梯
」
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
経
済
学
者
を
目
指
す
者
に
、
直
ち
に
経
済
学
を
教
え
て
も
無
駄
で
あ
り
、
数
学
、
歴
史
と
い
う
順

に
教
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
（
同
前
、
一
三
五
頁
）
。
真
理
の
開
発
に
も
、
そ
の
「
秩
序
」
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
諸
学
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
智
力
を
高
め
、
諸
学
の
大
系
的
原
理
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
智
力
こ
そ
理
論
を
宜
し
く
せ
し
め
、
真
理

を
具
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
円
了
が
仏
教
者
に
求
め
た
も
の
は
、
こ
の
智
力
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
道
理
へ
の
志
向
（
論
理
意
識
）
と

い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
円
了
が
「
範
時
」
を
明
確
に
し
て
、
あ
た
か
も
、
建
築
物
の
よ
う
に
論
述
し
て
ゆ
く
態
度
に
よ
く
表
わ
れ

て
い
る
。
『
外
道
哲
学
』
や
『
妖
怪
学
講
義
』
は
物
質
的
世
界
と
精
神
的
世
界
の
諸
現
象
を
概
念
化
し
、
定
立
し
て
い
る
み
ご
と
な

実
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
日
常
的
経
験
と
思
惟
に
養
わ
れ
た
円
了
の
如
実
知
見
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
、
円
了
の
初
期
の
著
作
を
通
し
て
、
円
了
の
論
理
と
そ
の
背
景
を
通
観
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
課
題
に
則
し
て
、
一
応
、
以
下

の
通
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

日
、
明
治
二
十
年
代
に
活
躍
し
た
各
界
の
人
物
と
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
円
了
は
儒
学
か
ら
洋
学
を
修
め
る
。
仏
門
に
生
れ
た

　
関
係
上
、
仏
教
と
日
常
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
た
め
、
常
に
、
仏
教
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
大
学
の
四
年
間
は
論
理
的
に
東
西
思

　
想
を
学
修
し
た
が
、
特
に
近
世
西
洋
哲
学
の
理
論
の
影
響
が
大
き
い
。

口
、
原
担
山
、
井
上
哲
次
郎
な
ど
を
前
駆
と
す
る
問
題
意
識
（
東
西
両
思
想
の
調
和
）
を
も
っ
て
、
仏
教
を
西
洋
哲
学
の
理
論
で
解
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釈
し
た
。
特
に
へ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
と
天
台
の
真
如
縁
起
を
評
価
し
、
両
者
の
思
想
的
類
似
、
対
応
を
見
出
し
た
。
方
法
論
的

　
に
は
弁
証
法
的
論
理
学
（
三
断
法
）
に
よ
り
仏
教
を
歴
史
的
、
教
理
的
に
体
系
化
し
よ
う
と
し
た
。
論
理
の
整
合
性
を
尊
重
し
、

　
諸
学
説
に
対
し
て
公
平
無
私
な
態
度
を
と
っ
た
の
は
、
仏
教
の
如
実
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

日
、
東
西
両
思
想
の
特
徴
を
概
念
的
に
指
摘
し
、
東
洋
思
想
の
欠
点
（
溶
化
、
述
而
不
作
）
、
西
洋
思
想
の
長
所
（
進
化
、
作
而
不

　
述
）
と
し
た
点
は
、
時
代
を
越
え
た
見
識
と
い
え
る
。
論
理
の
整
合
性
と
共
に
組
織
化
（
大
系
化
）
を
も
っ
て
科
学
と
し
た
点
も

　
同
様
で
あ
る
。
こ
の
自
覚
に
基
づ
い
て
、
仏
教
の
哲
学
的
意
義
を
発
見
し
た
が
、
現
代
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
は
仏
教
の
哲
学
的
再

　
認
に
止
ま
っ
た
（
清
沢
満
之
の
精
神
主
義
、
西
田
哲
学
と
比
較
せ
よ
）
。

四
、
初
期
の
著
作
に
み
ら
れ
る
限
り
、
仏
教
を
哲
学
的
と
感
情
的
に
区
別
し
て
、
哲
学
的
仏
教
（
倶
舎
・
法
相
・
天
台
）
へ
の
関
心

　
が
強
い
。
こ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
、
宗
派
性
を
排
除
し
た
、
公
的
立
場
で
あ
っ
て
、
私
的
に
は
浄
土
真
宗
で
あ
っ
た
（
「
哲
学
唱
念

　
和
讃
」
「
哲
学
改
悔
文
」
の
形
式
を
参
照
せ
よ
）
。

岡
、
論
理
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、
知
性
の
開
発
に
努
め
た
。
仏
教
界
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
哲
学
の
教
育
活
動
を
通
し
て
こ
れ

　
を
実
践
し
た
（
哲
学
館
設
立
な
ど
）
。
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